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先日、キャリアカウンセラートレーニングで一緒に学び
あった仲間うちでコーチングの勉強会を実施しました。講
師は僭越ですが私です。みんなの前にたつ私がどうしてコー
チングを学ぼうと思ったのか、その理由からスタートしま
した。

そもそも私がコーチングを学ぼうと思ったのは今から５
年前の2004年７月のこと。当時は印刷会社に勤めていまし
た。
それは夜の９時頃。入社二年目の女性スタッフと私の２
人が納期に間に合わせるべくせっせと仕事をしていました。
そのとき私のその後の人生をかえる言葉を耳にしたのでし
た。
「猪俣さんの言っていることは正しいけれど、もっと私た
ちのことをわかってくれたっていいんじゃないですかっ！」
思わず顔がかあっとほてり、心臓がどきどきしました。
目標達成志向が強い私は「和」よりも「結果」が何より
も大切でした。マネジメントスタイルは指示命令型。仕事
でミスは許されない。お客様は神様。何があっても最優先。
また社員は値段をこんなにたたかれる印刷業界の現状を
もっと理解すべきだ。社員はもっと危機感を持つべきだと
心底思っていたわけですから、社員に対してそれはそれは
きつい言葉をぶつけていました。
しかし、彼女の言葉を受けてこのままではいけないと真
剣に思いました。確かに銀行では研修の仕事をしていて、
それなりに「教える」プロだったとは思いますが、それは研
修という場でのこと。知識はあるけれど現場で人を育てら
れないというのでは、はっきりいって「口さきだけの人」と
同様。本当の意味で人を「育てられる」人になりたい。こ
こで、自分が変わらなければ何も変わらない。そう思って
藁をも掴む思いで門をたたいたのがコーチングだったんで
す。

場面は変わりその日の懇親会での一コマです。隣に座っ
ていたのは勉強会の幹事のＡさんです。
御年30歳少しのＡさんは、掘北真希似のとっても可愛ら
しく楚々とした雰囲気でありながら、仕事では超多忙なプ
ロジェクトを颯爽とこなす実に頭のきれる女性です。
Ａさん「今日の話で猪俣さんが以前と随分変わったんだ

なって思いました。」
私「うん。ああ言ってくれた若手のスタッフには感謝して
いる。ああいうふうに率直に伝えてくれる人がいてくれ
て、ラッキーだったなってほんとそう思うよ。」

Ａさん「その後輩は猪俣さんを信頼していたんですね。」
私「えっ！？　信頼している？　いや、そんなことはなかっ
たと思うなあ。」
Ａさん「いえ、（きっぱり！）信頼していたからこそ猪俣さ
んに伝えたんだと思います！」
私「（普段おっとりしているＡさんにしては珍しいなあ。）…
…。」
Ａさん「私、上司に自分の思いや気持ちを伝えたいことが
あってもすぐにそうはしないんです。この人にそういうこ
とを打ち明けて大丈夫かどうか、わかってくれる人かど
うか、すっごく考えるんです。何日も何日も。」
私「それで、わかってくれるかな…と思うと話すんだね。」
Ａさん「いえ！（これもきっぱり！）わかってくれるかな？
じゃないんです！　この上司だったらわかってくれるっ
て確信がもてるからこそ話せるんです。だから、その後
輩は猪俣さんのことを信頼してたんですよ。わかってく
れると思ったからこそ話せたんですよ。」
あの若手のスタッフが私を信頼していたって？　自分が
信頼されるに値する人だったかどうか…。でも、もしかし
たら私という人間は何かと周囲から「言われやすい」雰囲
気をもっているのかもしれないと思いました。
それが具体的には何か、ということはよくわかりません。
でも、そう「言われる」ことで本当に「ありたい自分の姿」
に向けて確実に行動していけるきっかけになりました。
これを職場におきかえてみると、上司が部下のもつ不平
不満に耳を傾けられるような雰囲気をもっていること、こ
れが思いのほかとても大事な要素なのではないかと思いま
す。
組織の成長が停滞している企業に共通していること、そ
の最たるものの１つは、部下がもう不平不満を言わなく
なっていることではないでしょうか。上司に何をいってもも
う無理とあきらめムードが漂っているような。部下があな
たに不平不満を言ってきたとき、そのときこそあなたと組
織が成長していく大きなチャンスです。部下はそれだけ勇
気をもって、リスクを感じながらもあなたにそれを伝えてい
るのですから。

～やる気を引き出す源泉を探る～
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